
令和７年度  

全国学力・学習状況調査、丹波篠山市学力・生活習慣状況調査より  
                                                    丹波篠山市立八上小学校  

 

全国公立の中学校 ３年生及び小学校 ６年生を対象に実施された全国学力 ・学習状況調査 （全国

調査 ） 、 ５ 年生を対象に実施された丹波篠山市学力 ・生活習慣状況調査 （市調査 ）の結果を分析し

まとめました 。  

 テス トの結果だけで学力を測定するこ とはできないこ と も事実ですが 、 こ の結果を授業や学校生活

の工夫改善 、家庭学習の充実につなげていきたいと考えてお り ま す 。 保護者の皆様のご理解ご協力

をよろし くお願いいたし ます 。  

 

（ １ ） 【 算数 】  

６ 年 生 で は 、 「 図 形 」 「 測 定 」 の 領域 で全 国 平均並み の結果 が見 ら れ ま し た 。 一 方 で 、 「 数 と 計

算 」 「変化と関係 」 「データの活用 」の領域においては課題が見られました 。特に 、 問題文とグラ フや

表 を関連付け て読み取 る こ と や 、 注目 すべ き情報 を選択す る こ とが難 し か っ た よ う で す 。 た と え ば 、

0.4＋ 0.05 のような計算で 、 「 0.4 は何の 40 個分か」 「 0.05 は何の 5 個分か」 といった問いに答え

られた児童は半数に とどま り ま した 。 ま た 、 「 10％増量」 とい った表現を小数倍で捉えるこ とや 、割合

・小数 ・大きな数の感覚的理解の定着が課題だと分かりました 。  

今後は 、社会科や理科などの他教科でも表やグラフ を文章と関連付けて読み 、思考する場面を意

識的に設け 、 日常的に複数の情報を関連付けて読み解 く力 を育成 し て い き ま す 。 ま た 、 調 べ学習な

どで自分がまとめたデータを表やグラ フにし 、 その意味を説明する文章を書 く学習も取り入れていき

ま す 。 さ ら に 、 数の位の関係や割合につい ての基本的な理解を定着させ るために 、 日 々の学習の中

での復習や活用を重視していきます 。  

５ 年生では 、 全体的に全国平均を下回る結果 とな り ま し た 。 特に 「 図形 （ 角の大き さ ） 」 の領域で

課題が見られました 。 ま た 、 1 をい くつに分けた 1 つ分か （分数の概念的理解） を判断する力や 、帯

分数 ・ 仮分数の変換 とい った基礎的な理解に も課題が見られ ま し た 。 長文の問題文に対し て 、 必要

な情報を読み取るこ とに時間を要し 、設問にたどり着けないケースもあ りました 。  

今後は 、 数直線や分数の意味に関す る復習 ・ 反復練習を行い 、 帯分数 と仮分数の変換 の練習も

継続 し て行 っ て い き ま す 。 ま た 、 複数の資料や文章か ら必要な情報を的確に読み取 る力を育てる た

め 、 他教科 と関連付けながら 、 大切な情報を見極め る 力 を養 う ための活動 も よ り 充実 させ て い き ま

す 。  

 

（ ２ ） 【 国語 】  

６ 年生では 、 「 情報の扱い方に関す る事項 」で良好な結果が見られ ま した 。 また 、 「 言葉の特徴や

使い方に関する事項 」 「我が国の言語文化に関する事項 」 「話すこ と ・聞 く こ と 」 においては 、全国平

均並みの成果が出ています 。 一方で 、 「 書 く こ と 」 「 読むこ と 」 の領域においては 、 課題が見られ ま し

た 。特に 、多 くの情報が含まれる資料や文章の中から 、必要な情報を選び出して読み取るこ とが難し

かったよ うです 。  

今後は 、文章や資料を読む前に設問を確認するこ とや 、 メ モ を取 りながら読む習慣づけを行 う と と

も に 、 条件に応 じた書 き方や 、 根拠に基づいて記述す る力を育て て い き ま す 。 ま た 、 国語に限 らず他

教科においても資料を読み解く場面を取り入れ 、教科横断的に力をつけていきたいと考えています 。  

５年生では 、 「話すこ と 」 「聞 く こ と 」 「漢字を読む 」 とい った基本的な内容では全国平均並みの成

果が見られま し たが 、 「 書 く こ と 」 の領域では課題が見られ ま し た 。 ま た 「 修飾語 」 と 「 被修飾語 」 の

意味や使い方に も不明確な点があり ま した 。 解答時間の配分にも課題があ り 、 最後 まで解き切れな

かった児童もいたと考えられます 。  

今後は 、 「 こ と ばの学習 」 に関す る単元を繰 り返 し学習 し 、 日頃から意識し て使 う こ とで表現力を

高めてい き ま す 。 あわせ て 、 時間配分に も慣れていけ る よ う 、 段階的に 課題の量を調整した り 、 練習

問題に取 り組んだ り す る こ とで時間配分を意識し 、 計画的に問題を解 く習慣も 、 日 々の学習の中で

意識づけてい き ま す 。 「 書 く こ と 」 に関 し て 、 あ る程度の長さの文章を書 く ためには 、 何 をど の よ う に

書 く のか とい う見通 し を持つ こ とが必要にな り ま す 。 書 き出 しや要約のポ イ ン ト 等 、 日頃の授業にお

いて繰り返し指導していきます 。  



（ ３ ） 【 理科 】  

６年生の理科では 、 「 エネルギーを柱とする領域 」 「粒子を柱とする領域 」 「地球を柱とする領域 」

において 、全国平均並みの結果が見られま した 。 一方で 、 「 生命を柱とする領域 」ではやや課題が見

られました 。  

子どもたちは 、 実験や観察を通して得られた結果をも とに考察する場面において 、 どのよ う な視点

で結果を読み取 り 、 説明すればよいか迷う様子が見られ ま し た 。 ま た 、 課題を自 ら見つけた り 、 変化

や関係を意識しながらデータを活用した りす る力には 、今後さらなる伸びが期待されます 。  

今後は 、観察 ・ 実験の結果からの気づ きを も とに 、 課題を発見し 、 そ れに基づいて予想を立て 、 説

明 し てい く と い う 一連の科学的な思考の流れを意識 しなが ら学習に取 り組む こ とができ る よ う 指導

し てい き ま す 。 ま た 、 「 何がどの よ う に変化し 、 そ れに伴 っ てどんな関係が生まれ るのか 」 と い う 視点

で捉 え 、 グ ラ フ や表 な どのデ ー タ か ら そ れ ら を 読み取 り 活用 す る力 を 育 て て い き た い と 考 え て い ま

す 。  

 

 

子ど も たち の学びの地図である学習指導要領 （ １ ０ 年

に一度改定 ） に は 、 「 知 識及び技能 」 「 思考力 、 判断力 、

表現力 」 「 学びに向か う力 、 人間性など 」 の ３ つの力をバ

ランスよ く育むこ とが理念とし てあげられてい ます 。 激 し く

変 わ り ゆ く 時 代 、 そ の 変化に合わせ て学校 に求め ら れ る

学び も変わ っ て き て い ま す 。 ま た 、 今の子ど も たちが大人

にな る頃 、 求め られ る人材も今 とはちが った ものにな っ て

い る こ とが予想され ま す 。 こ れか らの時代を見据え 、 主体

的 ・ 対話的で深い学び （ ア ク テ ィ ブ ラ ーニング ） の視点から 「 何 を学ぶか 」 だけではな く 、 「 どの よ う

に学ぶか」 「 何ができるよ うにな るか 」 とい う こ と を重視して 、 生 き る力を育むこ とをめざしています 。

本校では 、 学校教育目標に 「自ら考える児童の育成」 という考えを掲げています 。 どの教科において

も 、 基礎基本を充実させる と と も に 、 自分事 と し て捉え 、 友だち との関わ り合いの中で学びを深める

こ と に継続 し て取 り組 んでい き ま す 。 ま た 、 今 年度も全校で取 り組んでい る 「 学び合い 」 の中で 、 同

学年 ・ 異学年の友だち との関わ り 、 「 個別最適な学び 」 と 「 協働的な学び 」 を往還させなが ら 、 児童

が自らの学びを調整する力を育成し ます 。 さ ら に 、 気づき 、 疑問 、 ふ りかえ りを大切に し 、 基礎基本の

定着に も力を入れてい き ま す 。 今後 も ご家庭 と協力 しなが ら子ど もたちの学力向上に取 り組んでま

いります 。 ご家庭でも子どもたちの学習のサポートをよろ し く お願いし ます 。  


